
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気分は足の裏から伝わってくる。棚田へ向かう里の道は土起こし、活動前の準備運動を兼ねている。今

日も一日（昼まで）頑張るぞ～！！足元に春漂う「ツクシ、フキノトウ」。 

夏野菜の植え付け・種蒔きの指標であるタムシバの花が咲く。高山地区ではこの花を合図にゴボウの種

蒔きをするという。草も大きく背伸びした…「継続は力なり」ネバーギブアップ…。景観保全に向けファ

イトが湧く。 
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2012年　　４月（卯月）

　　　　　　活動日
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協力隊も若い力が加わり、活動に幅が出来てきた。周囲の山々が若い緑に包まれこんもりと丸くなっ

てきた。新緑を愛でる暇はなし！…※高山ゴボウの種蒔き（約３０㎡）準備、今年は波板栽培用を試み、

波板１０ｍを埋めた。※ブルーベリー（ラビットアイ）１２本苗、隊員の提供です。※大根はハウス外

側、２畝を耕起、苦土石灰、鶏糞を少し入れ種を蒔く。※高砂ユリを追加で種を蒔く、４／２に４０～

５０本程度の発芽が見られたが…。※ススキの掘り起こしなど…目が回る忙しさ。 

４／２２（日）、作業後に懇親会。「衣食足りて礼節を知る」

愉快な仲間が集った。 

海・山の幸の膳に舌鼓、かくし芸も飛び出し宴は最高潮…。

懇親は明日の棚田保全・景観回復に向け、貴重な意見交換の場

にもなりました。（１２名参加） 

隊員が高山の土で作ったぐい呑み

（おちょこ）で一献。匠の器で…気

持ち温まる。 

４／１８（水） 小雨降る中の作業。ゴ

ボウの種蒔きをする。地元では雨の日に

ゴボウを蒔くと…芽が出ないと云われて

いる。後から知る。波板の上に蒔く。掘

る時に楽…である。山芋の栽培法を採用

しました。  

一粒・一粒丁寧にまく。マッチの軸間隔で…腰が痛くなりますね 

４月の活動日／人 

４日（水）…１０人、８日（日）…１４

人、１８日（水）…１０人、２２日（日）

…６人（懇親会１２名） 


